
とする。詳細は右図「分電盤機器配置図」による。
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寸法基準点

試験用電源
VVF2.0-2C

電気工事部門　競技課題【課題図】
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分電盤機器配置図

１．900mm×1800mmの板に寸法基準線を必ず墨入れしてから作業を行うこと。

２．指定寸法は、器具相互、器具とボックス及び管路等それぞれの中心間の寸法とする。
また、これを消さずに残しておくこと。

但し、金属管とＰＦ管は、内径寸法とする。

４．アウトレットボックスＡの接続はリングスリーブとする。
アウトレットボックスＢの接続は差込型コネクタとする。

５．ケント紙（150mm×150mm)に配線用遮断器を取り付け、分電盤

７．アウトレットボックスは「中浅型(C19三ツ穴)」を使用する。
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３．パイロットランプ（ロ）は、電灯（ロ）と異時点滅とする。

６．点滅器及びパイロットランプは埋め込み連用器具とする。
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R7
0

R7
0

R120

R1
20R7

0

R1
20

7
5

7
5

75 75


